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(57)【要約】
【課題】唇側と舌側の歯列矯正において、熟練度を要さ
ずに歯列矯正に必要な道具を作製することができる歯列
矯正支援装置等を提供するものである。
【解決手段】本発明に係る歯列矯正支援装置は、入力さ
れた三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後の理
想的な歯列となるべき三次元理想歯型印象データと歯列
矯正ワイヤを仮止めするための三次元台座データを有す
る歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データ
を作成する歯列矯正支援装置であって、前記三次元初期
歯型印象データを、前記三次元理想歯型印象データに変
換する変換手段と、前記三次元理想歯型印象データで示
される仮想歯列に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯正ワ
イヤの位置を特定する位置特定手段と、前記位置特定手
段によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置デ
ータを基に、前記三次元理想歯型印象データ上に三次元
台座データを作成する三次元模型データ作成手段とを備
えることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後の理想的な歯列となるべき三
次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするための三次元台座データを有する
歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成する歯列矯正支援装置であっ
て、
　前記三次元初期歯型印象データを、前記三次元理想歯型印象データに変換する変換手段
と、
　前記三次元理想歯型印象データで示される仮想歯列に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯
正ワイヤの位置を特定する位置特定手段と、
　前記位置特定手段によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置データを基に、前
記三次元理想歯型印象データ上に三次元台座データを作成する三次元模型データ作成手段
と、
　を備えることを特徴とする歯列矯正支援装置。
【請求項２】
　前記位置特定手段は、前記三次元理想歯型印象データで示される前記仮想歯列の仮想歯
面において前記仮想歯列矯正ワイヤと前記仮想歯面との間がオフセットされるように位置
が特定されること、
　を特徴とする請求項１に記載の歯列矯正支援装置。
【請求項３】
　前記位置特定手段は、前記三次元理想歯型印象データで示される前記仮想歯列の唇側の
仮想歯面において前記仮想歯列矯正ワイヤと前記仮想歯面との間が歯列矯正ブラケットと
レジンの厚み分だけオフセットされるように位置が特定されること、
　を特徴とする請求項２に記載の歯列矯正支援装置。
【請求項４】
　前記位置特定手段は、前記三次元理想歯型印象データで示される前記仮想歯列の舌側の
仮想歯面において前記仮想歯列矯正ワイヤと前記仮想歯面との間が歯列矯正ブラケットと
レジンの厚み分だけオフセットされるように位置が特定されること、
　を特徴とする請求項２に記載の歯列矯正支援装置。
【請求項５】
　前記三次元模型データ作成手段は、隣接する各仮想歯との間から前記仮想歯列矯正ワイ
ヤに向かって前方に複数の三次元台座データを設けること、
　を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の歯列矯正支援装置。
【請求項６】
　入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後の理想的な歯列となるべき三
次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするための三次元台座データを有する
歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成する歯列矯正支援装置が実行
する歯列矯正支援方法において、
　前記三次元初期歯型印象データを、三次元理想歯型印象データに変換する変換手順と、
　前記三次元理想歯型印象データで示される仮想歯列に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯
正ワイヤの位置を特定する位置特定手順と、
　前記位置特定手順によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置データを基に、前
記三次元理想歯型印象データ上に三次元台座データを作成する三次元模型データ作成手順
と、
　を含むことを特徴とする歯列矯正支援方法。
【請求項７】
　入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後の理想的な歯列となるべき三
次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするための三次元台座データを有する
歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成する歯列矯正支援プログラム
であって、
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　前記三次元初期歯型印象データを、三次元理想歯型印象データに変換する変換手順と、
　前記三次元理想歯型印象データで示される仮想歯列に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯
正ワイヤの位置を特定する位置特定手順と、
　前記位置特定手順によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置データを基に、前
記三次元理想歯型印象データ上に三次元台座データを作成する三次元模型データ作成手順
と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする歯列矯正支援プログラム。
【請求項８】
　請求項１に記載の歯列矯正支援装置によって作成された三次元模型データを三次元造形
機に入力して製作されたこと、
　を特徴とする歯列矯正ワイヤ形成用模型。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯列矯正支援装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、患者の歯列矯正には、例えば歯列の唇側の歯面（第三者から見える側の歯の表面
）に歯列矯正ワイヤと歯列矯正ブラケットを取り付けて矯正する方法と、歯列の舌側の歯
面（第三者から見えない側の歯の表面）に歯列矯正ワイヤと歯列矯正ブラケットを取り付
けて矯正する方法の少なくとも２種類の歯列矯正方法がある。
【０００３】
　実際に患者に対して歯列矯正を開始するためには、患者ごとに個々に調整された歯列矯
正の道具である歯列矯正ワイヤと歯列矯正ブラケットが必要となる。これらを事前に準備
するためには、歯列矯正の最終的な目標となる理想的な歯列に対して前記各道具を作製・
調整しなければならないが、このような理想的な歯列は存在しないため擬似的に模型を作
製し、模型に対して事前の準備を行うことになる。
【０００４】
　模型の作製においては、まず、患者の初期的な歯型印象を採取するために、患者の口腔
内に印象用のトレーを入れて型取りし、硬石膏等によって初期歯型模型４１（図１５（ａ
）参照）を作製する作業、及び前記初期歯型模型４１の各模型歯Ｔ１，・・，Ｔ７（以下
、総称する場合は「模型歯Ｔ」とする。）を分割して、歯列矯正後の目標とする理想的な
歯並びに配列しなおしたセットアップ歯型模型４２（図１５（ｂ）参照）を作製する作業
とがある。
【０００５】
　前記セットアップ歯型模型４２は、疑似歯肉部Ｇを蝋材で形成し、この疑似歯肉部Ｇに
初期歯型模型４１から分割した各模型歯Ｔを並べて配列している。配列に際しては、測定
のための初期歯型模型４１も予め別途作製しておき、測定用の初期歯型模型４１の所定の
部位をノギス等で測定し、その結果を反映させると共に、各模型歯Ｔの個々の高さや角度
等も充分に検討しながら行われる。
【０００６】
　このようにして、理想的な歯列を示したセットアップ歯型模型４２が作製される。作製
されたセットアップ歯型模型４２は、以下に説明するように実際に患者に装着する歯列矯
正ワイヤ４５の形成と歯列矯正ブラケットＢ１，・・，Ｂ７（以下、総称する場合は「歯
列矯正ブラケットＢ」とする。）の選定、及び各模型歯Ｔに対する歯列矯正ブラケットＢ
の仮固定といった歯列矯正前の事前準備のために使用されるものであり、歯列矯正には不
可欠なものである。
【０００７】
　歯列矯正ワイヤ４５は、馬蹄形状であり、患者の歯列に合わせやすいように初期的にア
ーチ形状に成形されたものや（図１６（ａ））、マッシュルーム形状に成形されたもの（
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図１７（ａ））を使用する。なお、マッシュルーム形状の歯列矯正ワイヤ４５ａについて
は、各歯６５の形状との関係から舌側に対する歯列矯正方法でのみ使用される。上記のよ
うな既成の歯列矯正ワイヤ４５の中から各患者のセットアップ歯型模型４２に対して最も
合致したサイズのものを選択する。また、状況に応じて必要な形状に微調整するためにプ
ライヤー等の専用工具を用いて曲げ加工をする場合もある。なお、既成の直線形状の歯列
矯正ワイヤ４５を任意のサイズのアーチ形状に加工できる専用工具（アーチフォーマー等
）で作製したものが使用される場合もある。
【０００８】
　歯列矯正ブラケットＢは、各歯６５の役割や歯面５５の形状、大きさ等が考慮され、各
歯６５に個々に専用のものが選定される。しかし、セットアップ歯型模型４２の各模型歯
面５５に対して歯列矯正ブラケットＢを仮固定するためには、各歯列矯正ブラケットＢに
おける歯列矯正ワイヤ４５の取付け中心が全歯列矯正ブラケットＢとの関係において同一
平面上に位置させる必要がある。具体的には、歯列矯正ワイヤ４５を歯列矯正ブラケット
Ｂに取付けた際に、歯列矯正ワイヤ４５に何ら負荷がかからないような位置に歯列矯正ブ
ラケットＢを配置させるものである。これを可能とするためには、歯列矯正ワイヤ４５に
歯列矯正ブラケットＢを介した状態で各模型歯面５５に歯列矯正ブラケットＢを仮固定す
る必要があるので、まずは、歯列矯正ワイヤ４５をセットアップ歯型模型４２に位置決め
固定（以下、「仮止め」とする。）させなければならない。舌側の歯列矯正方法について
は、図１７（ｂ）に示すように、マッシュルーム形状の歯列矯正ワイヤ４５ａに３本のア
ーム６４を固着して、セットアップ歯型模型４２の各模型歯Ｔ間の内側（舌側であり歯の
裏側）から外側（唇側であり歯の表側）に架設し、歯列矯正ワイヤ４５ａをセットアップ
歯型模型４２の各模型歯Ｔの所定部分に仮止めさせる方法が一般的に行われている。また
、唇側の歯列矯正方法においても図１６（ｂ）に示すように、舌側と同様の方法で歯列矯
正ワイヤ４５の仮止めが行われている。なお、アーム６４は真鍮製の棒を歯列矯正ワイヤ
４５と「ろう付け」して強度を持たせたものに常温硬化樹脂を塗布して形成している。
【０００９】
　その後、仮止めされた歯列矯正ワイヤ４５に、歯列矯正ワイヤ４５を係合するためのス
ロット４６を有した歯列矯正ブラケットＢを取り付ける。次に、歯列矯正ブラケットＢを
各模型歯Ｔに接合するために、レジンＲで構成された接合部４８を形成するが、本技術に
ついては、例えば特許文献１に開示されており、また、一般的にも行われている。具体的
には、唇側に対する歯列矯正方法の場合は図１８（ａ），（ｂ），（ｃ）、舌側に対する
歯列矯正方法の場合は図２０（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、歯列矯正ブラケット
Ｂと各模型歯Ｔとの間、更には切縁５６或いは咬頭頂５７まで延長してレジンＲを注入す
ることで、歯列矯正ブラケットの接合部４８が形成される。このような作業により歯列矯
正の事前準備が完了する。
【００１０】
　患者に対する実質的な歯列矯正方法については、特許文献１に開示され、一般的にも行
われている以下の方法がある。まず、図１９（ａ）、図２１（ａ）に示すように、各模型
歯Ｔの外形（歯牙形態）を写した接合部４８と一体のブラケットＢを取り外して、図１９
（ｂ），（ｃ）、図２１（ｂ），（ｃ）に示すように、患者の口腔内の各歯６５に、取り
外した歯列矯正ブラケットＢを専用の接着剤でそれぞれ接続して、切縁５６或いは咬頭頂
５７まで延長された余分なレジンＲを除去する。その後、歯列矯正ブラケットＢと初期過
程の歯列矯正ワイヤ４５とを締結（結紮）し、患者に対する実質的な歯列矯正が開始され
る（図１６（ａ）、図１７（ａ）参照）。
【００１１】
　また、段階的に矯正具合に応じて歯列矯正ワイヤ４５の線径を太くしていくことで歯列
矯正が進行し、最終的に理想的な歯列となる。なお、線径の異なる歯列矯正ワイヤ４５の
形成においても共通のセットアップ歯型模型４２が使用され、患者の各歯６５の歯面５５
に取付けられた歯列矯正ブラケットＢは原則として歯列矯正が終了するまでは取外すこと
はない。よって、最初に行われるセットアップ歯型模型４２の各模型歯Ｔに対する歯列矯
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正ブラケットＢの仮固定が重要な作業であり、その際に使用する歯列矯正ワイヤ４５は線
径の最も太い最終段階で用いる歯列矯正ワイヤ４５が使用されることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特許第３１１８２１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上述した歯列矯正方法においては、初期歯型模型の各模型歯を分割して
、セットアップ歯型模型を作製する作業は、歯列矯正後の目標とする理想的な歯並びに配
列しなおすもので歯列矯正における根幹であり、セットアップ歯型模型の作製品質が歯列
矯正の結果に大きく影響するため、セットアップ歯型模型の作製には高度な熟練度が必要
であった。
【００１４】
　また、歯列矯正ワイヤにおいても、歯列矯正ワイヤの曲げ具合に応じて患者の歯列が変
位するものなので、セットアップ歯型模型が正確に作製されたとしても歯列矯正ワイヤが
理想的な歯並びになるべき意図した形状になっていなかった場合には、歯列矯正後に所望
の理想的な歯列を得ることができない。従って、歯列矯正ワイヤの作製品質が歯列矯正の
結果に大きく影響するため、歯列矯正ワイヤの作製には高度な熟練度が必要であった。
【００１５】
　また、初期歯型模型は、セットアップ歯型模型を作製するためのものなので、初期歯型
模型からセットアップ歯型模型を作製するのに要する時間は、患者を診察するための時間
を遅延させるものとなり、更には、医師等が治療計画等を検討するための時間をも遅延さ
せる結果となっており、迅速な治療方法の導入が望まれていた。
【００１６】
　また、歯列矯正ワイヤを位置決め固定するためのアームがセットアップ歯型模型の各模
型歯の外形部分である切縁や咬頭頂にはみ出しているため、各模型歯に歯列矯正ブラケッ
トを接合した場合に、レジンを注入して歯列矯正ブラケットと各模型歯とを接合して形成
する歯列矯正ブラケットの接合部に各模型歯の外形を正確に写すことができない。よって
、患者の口腔内の各歯に接合部と一体の歯列矯正ブラケットを取り付ける際に、最適な位
置に取り付けることができないといった問題があった。
【００１７】
　更に、歯列矯正ワイヤと各アームとは、固着されているために、歯列矯正ワイヤを挿通
するタイプの歯列矯正ブラケットでは各アームが障害となるために使用できないといった
問題があった。
【００１８】
　また、歯列矯正ワイヤをセットアップ歯形模型に複数のアームによって固着させる場合
に、隣接する全ての模型歯の所定の個所を通る同一水平面上に歯列矯正ワイヤが正確に揃
うようにアームに固着しなければ、歯列矯正後に所望の理想歯列を得ることができない。
従って、歯列矯正ワイヤをアームに正確に配するための高度な熟練度が必要であった。
【００１９】
　更に、歯列矯正ワイヤは、アームの内部で真鍮製の棒と「ろう付け」されているので、
各道具の加工・調整作業で使用した歯列矯正ワイヤを実際の患者に使用することができず
、別途作製するといった煩わしさがあった。
【００２０】
　また、舌側の歯列矯正方法においては、各歯の形状との関係から、２箇所に極端な曲げ
加工を施したマッシュルーム形状の歯列矯正ワイヤを使用する必要があり、理想的な歯列
矯正方法として、曲げ加工部を有さないアーチ形状の歯列矯正ワイヤの使用が望まれてい
た。
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【００２１】
　更に、挿通タイプの歯列矯正ブラケットは、マッシュルーム形状の歯列矯正ワイヤでは
極端な曲げ加工部が障害となって、歯列矯正ブラケットを患者の口腔内の各歯面に取付け
た後では挿通することができず、患者に対して挿通タイプのブラケットを使用することが
できないといった問題があった。
【００２２】
　本発明は、以上のような事情に鑑みてなされたものであり、唇側と舌側の歯列矯正にお
いて、熟練度を要さずに歯列矯正に必要な道具を作製することができる歯列矯正支援装置
等を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　以上のような目的を達成するために、本発明は以下のようなものを提供する。
【００２４】
　請求項１に記載の発明では、入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後
の理想的な歯列となるべき三次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするため
の三次元台座データを有する歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成
する歯列矯正支援装置であって、前記三次元初期歯型印象データを、前記三次元理想歯型
印象データに変換する変換手段と、前記三次元理想歯型印象データで示される仮想歯列に
装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯正ワイヤの位置を特定する位置特定手段と、前記位置特
定手段によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置データを基に、前記三次元理想
歯型印象データ上に三次元台座データを作成する三次元模型データ作成手段とを備えるこ
とを特徴とする歯列矯正支援装置。
【００２５】
　請求項２に記載の発明では、前記位置特定手段は、前記三次元理想歯型印象データで示
される前記仮想歯列の仮想歯面において前記仮想歯列矯正ワイヤと前記仮想歯面との間が
オフセットされるように位置が特定されることを特徴とする請求項１に記載の歯列矯正支
援装置。
【００２６】
　請求項３に記載の発明では、前記位置特定手段は、前記三次元理想歯型印象データで示
される前記仮想歯列の唇側の仮想歯面において前記仮想歯列矯正ワイヤと前記仮想歯面と
の間が歯列矯正ブラケットとレジンの厚み分だけオフセットされるように位置が特定され
ることを特徴とする請求項２に記載の歯列矯正支援装置。
【００２７】
　請求項４に記載の発明では、前記位置特定手段は、前記三次元理想歯型印象データで示
される前記仮想歯列の舌側の仮想歯面において前記仮想歯列矯正ワイヤと前記仮想歯面と
の間が歯列矯正ブラケットとレジンの厚み分だけオフセットされるように位置が特定され
ることを特徴とする請求項２に記載の歯列矯正支援装置。
【００２８】
　請求項５に記載の発明では、前記三次元模型データ作成手段は、隣接する各仮想歯との
間から前記仮想歯列矯正ワイヤに向かって前方に複数の三次元台座データを設けることを
特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の歯列矯正支援装置。
【００２９】
　請求項６に記載の発明では、入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後
の理想的な歯列となるべき三次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするため
の三次元台座データを有する歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成
する歯列矯正支援装置が実行する歯列矯正支援方法において、前記三次元初期歯型印象デ
ータを、三次元理想歯型印象データに変換する変換手順と、前記三次元理想歯型印象デー
タで示される仮想歯列に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯正ワイヤの位置を特定する位置
特定手順と、前記位置特定手順によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置データ
を基に、前記三次元理想歯型印象データ上に三次元台座データを作成する三次元模型デー



(7) JP 2014-14663 A 2014.1.30

10

20

30

40

50

タ作成手順とを含むことを特徴とする歯列矯正支援方法。
【００３０】
　請求項７に記載の発明では、入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後
の理想的な歯列となるべき三次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするため
の三次元台座データを有する歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成
する歯列矯正支援プログラムであって、前記三次元初期歯型印象データを、三次元理想歯
型印象データに変換する変換手順と、前記三次元理想歯型印象データで示される仮想歯列
に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯正ワイヤの位置を特定する位置特定手順と、前記位置
特定手順によって特定された前記仮想歯列矯正ワイヤの位置データを基に、前記三次元理
想歯型印象データ上に三次元台座データを作成する三次元模型データ作成手順とをコンピ
ュータに実行させることを特徴とする歯列矯正支援プログラム。
【００３１】
　請求項８に記載の発明では、請求項１に記載の歯列矯正支援装置によって作成された三
次元模型データを三次元造形機に入力して製作されたことを特徴とする歯列矯正ワイヤ形
成用模型。
【発明の効果】
【００３２】
　請求項１記載の発明によれば、患者から採取した初期の歯列を示す三次元初期歯型印象
データを歯列矯正支援装置に入力すれば、歯列矯正ワイヤ形成用模型を作製するための三
次元模型データを作成することができる。三次元模型データは、歯列矯正ワイヤを仮止め
するための複数の台座を有した理想的な歯列を示すもの、すなわち、従来のセットアップ
歯型模型に複数の台座を加えたものであるため、従来のように、理想的な歯並びや歯列矯
正ワイヤの形状、最適な取付位置といった高度な熟練度の基での検討を要さずに、これら
の情報を三次元データ化することができる。
【００３３】
　また、三次元模型データを三次元造形機に入力することで、歯列矯正ワイヤ形成用模型
を作製することができる。よって、従来のように、医師等が実際に初期歯型模型の各模型
歯を分割して、セットアップ歯型模型を作製すること、及びセットアップ歯型模型に歯列
矯正ワイヤの最適な取付位置を検討して複数のアームで固着するといった高度な熟練度を
要する作業が不要になると共に、作製時間の大幅な短縮が可能となる。
【００３４】
　請求項２記載の発明によれば、歯列矯正ワイヤは、歯列矯正ワイヤと各模型歯面との間
が、各模型歯に理想的な状態でオフセットされた位置に配置されるため、従来のように各
模型歯の所定の個所を通る同一水平面等を考慮した上で歯列矯正ワイヤの位置を決定する
といった作業に対する熟練度が不要である。
【００３５】
　請求項３記載の発明によれば、唇側の歯列矯正方法において、歯列矯正ワイヤは、歯列
矯正ワイヤと各模型歯面との間に位置する歯列矯正ブラケットとレジンの厚み分だけオフ
セットされた位置に配置されるため、従来のようにセットアップ歯型模型に対して歯列矯
正ブラケットとレジンの厚みを考慮した上で歯列矯正ワイヤの位置を決定するといった作
業に対する熟練度が不要である。
【００３６】
　請求項４記載の発明によれば、舌側の歯列矯正方法において、歯列矯正ワイヤは、歯列
矯正ワイヤと各模型歯面との間に位置する歯列矯正ブラケットとレジンの厚み分だけオフ
セットされた位置に配置されるため、従来のようにセットアップ歯型模型に対して歯列矯
正ワイヤとレジンの厚みを考慮した上で歯列矯正ワイヤの位置を決定するといった作業に
対する熟練度が不要である。
【００３７】
　また、各歯の形状との関係が複雑であっても、歯列矯正ワイヤの適正な位置が自動的に
算出されるので、マッシュルーム形状の歯列矯正ワイヤではなく、曲げ加工部を有さない
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アーチ形状の歯列矯正ワイヤを使用することが可能となる。
【００３８】
　更に、従来であればマッシュルーム形状の歯列矯正ワイヤを患者の各歯に取付ける際に
は、挿通タイプの歯列矯正ブラケットが使用できなかったが、アーチ形状の歯列矯正ワイ
ヤの使用によって、挿通タイプの歯列矯正ブラケットの使用が可能となる。
【００３９】
　請求項５記載の発明によれば、各台座は模型歯面の真正面には配置されないため、台座
と歯列矯正ブラケットが干渉することはなく、セットアップ歯型模型に歯列矯正ワイヤを
固着するための従来のような複数のアームが不要となるため、レジンによって各模型歯の
外形を写す際に広範囲に切縁や咬頭頂を含んだ接合部を形成することができる。よって、
患者の口腔内の各歯に接合部と一体のブラケットを取り付ける際に、最適な位置に取り付
けることができる。
【００４０】
　請求項６記載の発明によれば、患者から採取した初期の歯列を示す三次元初期歯型印象
データを歯列矯正支援装置に入力すれば、歯列矯正ワイヤ形成用模型を作製するための三
次元模型データを作成することができる。三次元模型データは、歯列矯正ワイヤを仮止め
するための台座を有した理想的な歯列を有するもの、すなわち、従来のセットアップ歯型
模型に台座を加えたものであるため、従来のように、理想的な歯並びや歯列矯正ワイヤの
形状、最適な取付位置といった高度な熟練度の基での検討を要さずに、これらの情報を三
次元データ化することができる。
【００４１】
　請求項７記載の発明によれば、患者から採取した初期の歯列を示す三次元初期歯型印象
データを歯列矯正支援装置に入力すれば、歯列矯正ワイヤ形成用模型を作製するための三
次元模型データを作成することができる。三次元模型データは、歯列矯正ワイヤを仮止め
するための台座を有した理想的な歯列を有するもの、すなわち、従来のセットアップ歯型
模型に台座を加えたものであるため、従来のように、理想的な歯並びや歯列矯正ワイヤの
形状、最適な取付位置といった高度な熟練度の基での検討を要さずに、これらの情報を三
次元データ化することができる。
【００４２】
　請求項８記載の発明によれば、歯列矯正ワイヤ形成用模型の複数の台座の嵌合部に歯列
矯正ワイヤが負荷なく収まるように歯列矯正ワイヤを加工するだけで、他の要素を一切考
慮することなく熟練度を要さずに容易に歯列矯正ワイヤを作製することができる。
【００４３】
　また、複数の嵌合部は歯列矯正ワイヤが位置すべき所望の箇所に配されているため、歯
列矯正ワイヤは各嵌合部に仮止めするだけでよく、従来のように歯列矯正ブラケットやレ
ジンの厚み、及び各歯に共通した水平面を考慮した上で歯列矯正ワイヤをセットアップ歯
型模型に複数のアームによって固着するといった高度な熟練度が不要になると共に、作製
時間の大幅な短縮が可能となる。
【００４４】
　また、台座の嵌合部は歯列矯正ワイヤを固着するものではなく、何度でも歯列矯正ワイ
ヤを取付けたり、取外したりすることができるので各道具の加工・調整作業が簡便となり
、更に、加工・調整作業で使用した歯列矯正ワイヤそのものを実際の患者に使用すること
が可能となる。
【００４５】
　また、台座の嵌合部に仮止めされた歯列矯正ワイヤに、歯列矯正ブラケットを取付けれ
ば、歯列矯正ブラケットが各歯の歯面に接続されるべき正確な前後方向と上下方向の位置
が自動的に決まるので、各歯面の左右方向に対する各中央部に各歯列矯正ブラケットを配
置するだけで、高度な熟練度を要さずに歯列矯正ブラケットの取付位置を決めることがで
きる。
【００４６】
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　また、歯列矯正ブラケットが挿通タイプであっても、歯列矯正ブラケットを予め歯列矯
正ワイヤに挿通してから歯列矯正ワイヤ形成用模型の各台座の嵌合部に仮止めすることが
できる。よって、従来のように歯列矯正ワイヤを固着する複数のアームの存在によって挿
通タイプの歯列矯正ブラケットが使用できないといった問題がない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係る第一の実施形態の歯列矯正支援装置の概略構成を示す図である。
【図２】本発明に係る第一の実施形態の変換手段の詳細構成を示す図である。
【図３】本発明に係る第一の実施形態の位置特定手段の詳細構成を示す図である。
【図４】本発明に係る第一の実施形態の歯列矯正支援装置における手順を示すフロー図で
ある。
【図５】（仮想）セットアップ歯型模型の側面図である。
【図６】（ａ）（仮想）セットアップ歯型模型の辺縁隆線を示す平面図である。（ｂ）（
仮想）セットアップ歯型模型における仮想歯列矯正ワイヤの位置を示す平面図である。
【図７】本発明に係る第一の実施形態の仮想歯列矯正ワイヤ形成用模型の平面図である。
【図８】（ａ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の斜視
図である。（ｂ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の平
面図である。
【図９】（ａ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の斜視
図である。（ｂ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の平
面図である。
【図１０】（ａ）,（ｂ）,（ｃ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ
形成用模型の（仮想）台座の嵌合部を示す斜視図である。
【図１１】本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の平面図で
ある。
【図１２】（ａ），（ｂ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用
模型の平面図である。
【図１３】本発明に係る第二の実施形態の歯列矯正ワイヤ形成用模型を作製するためのフ
ロー図である。
【図１４】舌側の歯列矯正を行っている患者の口腔内の歯列を示す平面図である。
【図１５】（ａ）初期歯型模型を示す斜視図である。（ｂ）セットアップ歯型模型を示す
斜視図である。
【図１６】（ａ）唇側の歯列矯正を行っている患者の口腔内の歯列を示す平面図である。
（ｂ）唇側の歯列矯正時に使用する従来のセットアップ歯型模型を示す平面図である。
【図１７】（ａ）舌側の歯列矯正を行っている患者の口腔内の歯列を示す平面図である。
（ｂ）舌側の歯列矯正時に使用する従来のセットアップ歯型模型を示す平面図である。
【図１８】（ａ）唇側の歯列矯正における模型歯を示す斜視図である。（ｂ），（ｃ）唇
側の歯列矯正における模型歯の断面を示す断面図である。
【図１９】（ａ）唇側の歯列矯正における模型歯を示す斜視図である。（ｂ），（ｃ）唇
側の歯列矯正における患者の歯の断面を示す断面図である。
【図２０】（ａ）舌側の歯列矯正における模型歯を示す斜視図である。（ｂ），（ｃ）舌
側の歯列矯正における模型歯の断面を示す断面図である。
【図２１】（ａ）舌側の歯列矯正における模型歯を示す斜視図である。（ｂ），（ｃ）舌
側の歯列矯正における患者の歯の断面を示す断面図である。
【図２２】（ａ），（ｂ），（ｃ）歯列矯正ワイヤの各種形状を示す斜視図である。
【図２３】（仮想）セットアップ歯型模型の側面図である。
【図２４】（仮想）セットアップ歯型模型を示す斜視図である。
【図２５】（ａ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の斜
視図である。（ｂ）本発明に係る第一の実施形態の（仮想）歯列矯正ワイヤ形成用模型の
平面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００４８】
　本発明の要旨は、入力された三次元初期歯型印象データに基づいて、矯正後の理想的な
歯列となるべき三次元理想歯型印象データと歯列矯正ワイヤを仮止めするための複数の三
次元台座データを有する歯列矯正ワイヤ形成用模型のための三次元模型データを作成する
こと、及び歯列矯正ワイヤ形成用模型を作製することにある。すなわち、高度な熟練度を
要さずに歯列矯正ワイヤ形成用模型が作製でき、これに基づき容易に歯列矯正ワイヤの作
製等をすることができる歯列矯正支援装置と歯列矯正支援方法、及び歯列矯正支援プログ
ラム、更には歯列矯正ワイヤ形成用模型に関するものである。
【００４９】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、歯列矯正の方法
として、歯列の唇側の歯面（第三者から見える側の歯の表面）に歯列矯正ブラケットを取
り付けて矯正する方法と、歯列の舌側の歯面（第三者から見えない側の歯の表面）に歯列
矯正ブラケットを取り付けて矯正する方法の少なくとも２種類の歯列矯正方法があるが、
本実施形態においては両者の大部分が共通するため、唇側の歯列矯正方法を中心に説明し
、適宜、舌側についても説明する。
【００５０】
　なお、説明においては、現実の患者の歯や、模型の歯、更には三次元データにおける歯
等は、いずれも実際の対象が異なるが図面においては略同形状であるため、これらは全て
同様の符号とし、模型については「模型・・」、三次元データについては「仮想・・」と
表記することで対象を明確にして説明する。また、三次元データによって現わされる形状
や特徴は、そのまま模型に反映されているものとする。
【００５１】
[第一の実施形態]
　まず、本発明の第一の実施形態について説明する。
【００５２】
　図１は、本発明の第一の実施形態の歯列矯正支援装置１の概略構成を示す。歯列矯正支
援装置１は、それぞれバス２で相互に接続されたメモリ装置３、演算処理装置４、インタ
ーフェース装置５、補助記憶装置６、入力装置７、出力装置８を備えるコンピュータ装置
である。
【００５３】
　メモリ装置３は、歯列矯正支援装置１の起動時に補助記憶装置６に記憶された歯列矯正
支援プログラム９等のプログラムを読み出して記憶するＲＡＭ（Random Access Memory）
等の記憶装置である。このメモリ装置３は、歯列矯正支援プログラム９等の実行に必要な
ファイル、データ等も記憶する。演算処理装置４は、メモリ装置３に格納されたプログラ
ムを実行するＣＰＵ（Central Processing Unit）等の演算処理装置である。インターフ
ェース装置５は、外部ネットワーク等に接続するためのインターフェース装置である。補
助記憶装置６は、歯列矯正支援プログラム９やファイル、データ等を記憶するＨＤＤ等の
記憶装置である。入力装置７は、ユーザインターフェースを提供する入力装置（例えばキ
ーボード、マウス）である。出力装置８は、ユーザインターフェースを提供する出力装置
（例えばディスプレイ）である。
【００５４】
　歯列矯正支援プログラム９は、初期歯型印象入力手段（初期歯型印象入力部）１０、初
期歯型印象表示手段（初期歯型印象表示部）１１、変換手段（変換部）１２、変換画像表
示手段（変換画像表示部）１３、位置特定手段（位置特定部）１４、仮想ワイヤ表示手段
（仮想ワイヤ表示部）１５、三次元模型データ作成手段（三次元模型データ作成部）１６
、模型画像表示手段（模型画像表示部）１７、三次元模型データ送信手段（三次元模型デ
ータ送信部）１８を含む。
【００５５】
　また、歯列矯正支援プログラム９は、図４に示すように、初期歯型印象入力手順３２、
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初期歯型印象表示手順３３、変換手順３４、変換画像表示手順３５、位置特定手順３６、
仮想ワイヤ表示手順３７、三次元模型データ作成手順３８、模型画像表示手順３９、三次
元模型データ送信手順４０を含む歯列矯正支援方法を歯列矯正支援装置１に実行させるも
のである。
【００５６】
　初期歯型印象入力手段１０は、歯科において患者の歯型印象を型取りせずに採取するた
めの装置、例えばＸ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置、又はカメラ等による三次元スキャナ等によ
って取込んだ情報を三次元画像として表示、記録することができる装置等で生成された患
者の三次元初期歯型印象データ１９（図１５（ａ）に相当する三次元データ）を、インタ
ーフェース装置５を介して歯列矯正支援装置１の補助記憶装置６に入力するか、三次元初
期歯型印象データ１９が格納された、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）等の外部記
憶装置によって歯列矯正支援装置１の補助記憶装置６に入力する。
【００５７】
　なお、本実施形態においては、仮想歯肉部Ｇ１の形成を前提としているが、初期歯型印
象入力手段１０によって使用される装置等が、例えば、Ｘ線ＣＴ装置のように透過によっ
て各仮想歯Ｔの歯根４９のデータも採取できるような装置を使用した場合には、仮想歯肉
部Ｇ１を形成せずに歯根４９を含む仮想歯Ｔのみを対象とすることができる。従って、以
下の説明においても、特に言及しない限り仮想歯肉部Ｇ１の有無は問わないものとする。
【００５８】
　初期歯型印象表示手段１１は、入力された三次元初期歯型印象データ１９を出力装置８
である液晶画面やＣＲＴ等に表示する。具体的には、図１５（ａ）に相当する初期歯型模
型４１の三次元画像を表示するものである。
【００５９】
　これにより、患者から採取した初期歯型印象としての三次元画像を液晶画面等によって
可及的速やかに確認することができるため、従来のような三次元画像を表示できないＸ線
撮影機等によって撮影された撮像を現像する手間が不要となり、診察時間を短縮すること
ができる。また、患者の口腔内に印象用のトレーを入れて初期歯型印象の型取りをし、硬
石膏等によって初期歯型模型を作製する従来方法を行うことなく可及的速やかに初期の歯
列を立体的に確認できるため、診察や矯正の方向性等を検討する際の時間を大幅に短縮す
ることができる。
【００６０】
　変換手段１２は、初期歯型印象入力手段１０によって入力された歯列矯正前の患者の歯
並びである歯列を示す三次元初期歯型印象データ１９に対して、歯列矯正の最終目標とな
る理想的な歯列を現した仮想セットアップ歯型模型４２を示す三次元理想歯型印象データ
２０への変換を実行する。具体的には、図１５（ａ）に相当する三次元初期歯型印象デー
タ１９を図１５（ｂ）に相当する三次元理想歯型印象データ２０に変換するものである。
【００６１】
　なお、本発明の第一の実施形態において、仮想セットアップ歯型模型４２は、上述した
データ変換の際に同時に、図１５（ｂ）に示すように下方に仮想基台４３を設けているが
、後述する仮想台座４４の形状によっては仮想基台４３を設ける必要はない。
【００６２】
　また、仮想歯肉部Ｇ１を形成しない場合には、図２３、２４に相当する三次元理想歯型
印象データ２０への変換となる。この場合、各仮想歯Ｔの歯根４９の先端部が仮想基台４
３上と接続されることになるが、歯根４９を含めた仮想歯Ｔの全長が足りない場合でも、
仮想基台４３上に凸状の嵩上げ部４７を形成し、その上に歯根４９の先端部を下側として
立設させることで理想的な歯列を仮想基台４３上に形成することができる。
【００６３】
　図２は、本発明の第一の実施形態の変換手段１２の詳細構成を示す。変換手段１２は、
位置調整手段（位置調整部）２１、歯角調整手段（歯角調整部）２２、歯面調整手段（歯
面調整部）２３、歯頭調整手段（歯頭調整部）２４、理想歯列決定手段（理想歯列決定部



(12) JP 2014-14663 A 2014.1.30

10

20

30

40

50

）２５を含む。
【００６４】
　位置調整手段２１は、初期歯型印象入力手段１０から受け取った三次元初期歯型印象デ
ータ１９に対して、略弓型の仮想歯列全体の形状や隣接する各仮想歯Ｔ１，・・，Ｔ７（
以下、総称する場合は「仮想歯Ｔ」とする。）の間隔を理想的な任意の間隔となるように
調整する。
【００６５】
　歯角調整手段２２は、位置調整手段２１によって任意の位置に調整された各仮想歯Ｔが
、理想的な任意の角度になるように調整する。
【００６６】
　歯面調整手段２３は、唇側の各仮想歯面５５（唇側から視認できる各仮想歯Ｔの表面側
）が、各仮想歯Ｔの位置のばらつきによる凹凸のない連続的な滑らかな配列となるように
調整する。
【００６７】
　歯頭調整手段２４は、前記３つの手段によって調整された各仮想歯Ｔの上面であり、互
いに隣接する側の端部である各辺縁隆線６６（図６（ａ））が略同じ高さになるように調
整する。
【００６８】
　理想歯列決定手段２５は、前記の各手段で調整された位置、歯角、歯面、歯頭が理想的
な歯列の範囲内に入っているか否かを判断し、範囲外となっている場合には再度位置調整
手段２１に戻り、同様の処理を繰り返す。範囲内である場合には、歯列矯正の最終目標と
なる理想的な歯列であるとして三次元理想歯型印象データ２０とする。
【００６９】
　本発明の第一の実施形態においては、理想的な歯列への調整の精度を向上させるために
、理想歯列決定手段２５において良否判断を行い、状況に応じてフィードバック処理を行
っているが、フィードバック時に位置、歯角、歯面、歯頭に対して優先度を設定したり、
その他の処理によって精度の向上を図ることができる。なお、フィードバック処理の有無
や、位置調整手段２１、歯角調整手段２２、歯面調整手段２３、歯頭調整手段２４の各手
段の順番については本実施形態に限定されるものではない。
【００７０】
　変換画像表示手段１３は、変換手段１２によって変換された三次元理想歯型印象データ
２０に基づいてセットアップ歯型模型４２の三次元画像を出力装置８である液晶画面やＣ
ＲＴ等に表示する。具体的には図１５（ｂ）（仮想歯肉部Ｇ１を形成しない場合には図２
４）に相当するセットアップ歯型模型４２の三次元画像を表示するものである。
【００７１】
　これにより、理想歯型印象としての三次元画像を液晶画面等によって可及的速やかに確
認することができるため、従来のように硬石膏等で作製した初期歯型模型４１の各模型歯
Ｔ１，・・，Ｔ７（以下、総称する場合は「模型歯Ｔ」とする。）を切り出して矯正目標
とする理想的な歯型模型を示すセットアップ歯型模型４２を作製することなく患者への説
明や検討ができるため、これらにかかる時間を大幅に短縮することができる。
【００７２】
　次に位置特定手段１４は、変換手段１２によって決定された理想的な歯列を示す三次元
理想歯型印象データ２０に対して、仮想歯列に装着すべき馬蹄形状の仮想歯列矯正ワイヤ
４５の位置を特定する。
【００７３】
　なお、実際に患者に装着される歯列矯正ワイヤ４５の材質は主にステンレスであるが、
ニッケルとチタンの合金等も使用される。また、色については通常の金属色である銀色を
中心に金色、レモン色、白色等が使用される。
【００７４】
　図３は、本発明の第一の実施形態の位置特定手段１４の詳細構成を示す図である。位置
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特定手段１４は、水平面算出手段（水平面算出部）２７、仮想歯列矯正ワイヤ位置決定手
段（仮想歯列矯正ワイヤ位置決定部）２８を含む。
【００７５】
　水平面算出手段２７は、変換手段１２から受け取った三次元理想歯型印象データ２０に
対して、図５に示すように、仮想歯列矯正ワイヤ４５を装着すべき水平面５３を算出する
。ここで、水平面５３とは、略水平な面であることを意味し、面全体がプラス２０°から
マイナス２０°の範囲内にあるものの一つを水平面５３としている。水平面５３は、仮想
歯Ｔの仮想歯面５５に仮想歯列矯正ブラケットＢ１，・・，Ｂ７（以下、総称する場合は
「仮想歯列矯正ブラケットＢ」とする。）を介して装着される仮想歯列矯正ワイヤ４５の
上下方向の位置を決める重要なものであり、本実施形態においては、仮想歯Ｔの上下方向
の略中央で仮想歯Ｔの左右の略中央となる各点（以下、ＦＡ Ｐｏｉｎｔとする）５９を
通る水平面５３上の後述する任意の位置に仮想歯列矯正ワイヤ４５を配置する。
【００７６】
　なお、ＦＡ Ｐｏｉｎｔ５９の設定方法については、仮想歯列矯正ワイヤ４５を装着す
べき水平面５３を算出可能であればよく、本実施形態に限定されるものではない。
【００７７】
　なお、実際に患者に装着される歯列矯正ブラケットＢの材質は主にステンレスやその他
合金であるが、樹脂やセラミック等も使用される。また、色については通常の金属色であ
る銀色の他に白色等が使用される。
【００７８】
　仮想歯列矯正ワイヤ位置決定手段２８は、水平面算出手段２７で算出された水平面５３
に対して、水平面５３上に仮想歯列矯正ワイヤ４５を形成するために、図５、図６（ｂ）
、図１８（ｂ），（ｃ）に示すように、唇側の仮想歯列の仮想歯面５５の水平面５３上で
あるＦＡ Ｐｏｉｎｔ５９から、仮想歯面５５の接線方向と直角に唇側に向かった水平面
５３上に、後述するレジンＲの厚みＬ２と歯列矯正ブラケットＢ１，・・，Ｂ７（以下、
総称する場合は「歯列矯正ブラケットＢ」とする。）の厚み（スロット４６の中心からレ
ジンＲとの接続面５４までの厚み）Ｌ１の分だけオフセットされた位置５０（Ｌ３）が選
択される。従って、図７に示すように、同一水平面５３上に位置する仮想歯Ｔの各選択位
置５０（Ｌ３）を結んだ線が曲線となるように近似曲線化したものが仮想歯列矯正ワイヤ
４５の中心線６０となり、仮想歯列矯正ワイヤ４５の位置が決定される。
【００７９】
　本発明の第一の実施形態においては、仮想歯列矯正ワイヤ位置決定手段２８において仮
想歯列矯正ワイヤ４５の中心線６０の位置を算出するために、仮想歯面５５に対して各１
点（５０）の位置が選択されるように処理しているが、仮想歯列矯正ワイヤ４５の位置精
度を向上させるために仮想歯面５５に対して複数の位置が選択されるようにしてもよい。
【００８０】
　なお、舌側の歯列矯正方法についても、図２０（ｂ）、（ｃ）に示すように、同様の方
法で仮想歯列矯正ワイヤ４５の位置が決定される。
【００８１】
　仮想ワイヤ表示手段１５は、位置特定手段１４の仮想歯列矯正ワイヤ位置決定手段２８
において決定した仮想歯列矯正ワイヤ４５の位置データに基づいて歯列矯正ワイヤ４５の
三次元画像を出力装置８である液晶画面やＣＲＴ等に表示する。なお、仮想歯列矯正ワイ
ヤ４５は、図２２（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、断面形状が異なる数種類のワイ
ヤ６１，６２，６３のうち任意の仮想歯列矯正ワイヤ４５を表示させることができる。
【００８２】
　これにより、医師等が歯列矯正ワイヤ４５を実際に作製する前に歯列矯正ワイヤ４５の
三次元画像を液晶画面等によって可及的速やかに確認できるため、作製目標を明確にイメ
ージした状態で歯列矯正ワイヤ４５の作製作業を行うことができ、作製作業の効率が向上
する。
【００８３】
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　また、歯列矯正ワイヤ４５の平面画像を実寸大で印刷すれば、印刷された歯列矯正ワイ
ヤに合わせて実際の歯列矯正ワイヤ４５を加工することができ、従来のような熟練度を要
さずに短時間で容易に歯列矯正ワイヤ４５を作製することができる。
【００８４】
　次に三次元模型データ作成手段１６は、位置特定手段１４における仮想歯列矯正ワイヤ
位置決定手段２８によって決定した同一水平面５３上に位置する仮想歯列矯正ワイヤ４５
の位置データを基点として図８（ａ），（ｂ）（仮想歯肉部Ｇ１を形成しない場合には図
２５（ａ）、（ｂ））に示すように、三次元理想歯型印象データ２０（図１５（ｂ））で
ある仮想セットアップ歯型模型４２の仮想基台４３上に略円柱状の複数の仮想台座４４を
示す三次元台座データを作成する。仮想台座４４は、図１０（ａ），（ｃ）に示すように
、歯列矯正ワイヤ４５を仮想台座４４上面の仮想嵌合部５２の凹部で位置決め固定（以下
、「仮止め」とする。）できる形状である。
【００８５】
　嵌合部５２は、歯列矯正に影響を及ぼさずに歯列矯正ワイヤ４５の調整と仮止めを容易
にするために、歯列矯正ワイヤ４５と接する凹部の横側面との距離が各０．２５ｍｍ程度
の隙間を有するように広めに成形されていることが望ましい。
【００８６】
　仮想台座４４の作成方法は、図７に示すように、仮想歯列矯正ワイヤ４５の位置データ
の中から、任意の複数の位置を選択して仮想歯列矯正ワイヤ４５の仮止めを行う仮想嵌合
部５２を有する仮想台座４４の位置とする。具体的には、仮想歯列矯正ワイヤ４５の両端
部近傍で第三大臼歯Ｔ７よりも奥側（喉側）と、中央部の２本の中切歯Ｔ１の間、及び左
右の犬歯Ｔ３と第一小臼歯Ｔ４の間で仮想歯列矯正ワイヤ４５に最も近い位置である合計
５箇所が仮想台座４４であり仮想嵌合部５２の位置となる。なお、仮想歯面５５には後述
する仮想接合部４８を有する仮想歯列矯正ブラケットＢが位置するため、これらに干渉し
ないように仮想台座４４は上述のように任意の仮想歯Ｔの間に位置することが必要である
。
【００８７】
　なお、各仮想嵌合部５２は、仮想歯列矯正ワイヤ４５が仮止めされたときに仮想歯列矯
正ワイヤ４５の中心線６０が、前述した同一水平面５３上に正確に位置されるように作成
されている。
【００８８】
　本発明の第一の実施形態においては、図１０（ｂ）に示すように、仮想台座４４の仮想
嵌合部５２は、仮想台座４４の上方で仮想歯Ｔから最も離れた側面に固定できる形状（５
２ａ）であってもよく、更には、図１１に示すように、仮想台座４４の上面と側面の各仮
想嵌合部５２，５２ａを混在して設けても良い。また、図９（ａ），（ｂ）に示すように
、仮想台座４４を仮想セットアップ歯型模型４２の仮想歯肉部Ｇ１に突設してもよく、更
には、仮想基台４３と仮想歯肉部Ｇ１の両方に混在して設けてもよい。また、仮想台座４
４の形状は、略円柱状である必要はない。なお、舌側の歯列矯正方法の場合には、図１２
（ａ），（ｂ）のような実施形態となる。
【００８９】
　なお、仮想台座４４上面の仮想嵌合部５２の形状は、仮想歯列矯正ワイヤ４５が仮止め
可能であればよく、本実施形態に限定されるものではない。
【００９０】
　以上により、歯列矯正の最終目標となる理想的な歯列を示す三次元理想歯型印象データ
２０上に仮想台座４４の三次元台座データが加わった仮想歯列矯正ワイヤ形成用模型３１
の三次元模型データ３０が完成する。
【００９１】
　模型画像表示手段１７は、三次元模型データ作成手段１６において作成された仮想歯列
矯正ワイヤ形成用模型３１の三次元画像を、出力装置８である液晶画面やＣＲＴ等に表示
する。
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【００９２】
　これにより、歯列矯正ワイヤ４５をセットアップ歯型模型４２に仮止めするための複数
の台座４４が設けられた歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の三次元画像を液晶画面等によっ
て可及的速やかに確認することができるため、医師等が歯列矯正ワイヤ形成用模型３１を
実際に作製する前に様々なシミュレーションを行うことが可能となる。
【００９３】
　三次元模型データ送信手段１８は、三次元模型データ作成手段１６によって作成された
仮想歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の三次元模型データ３０を、歯列矯正支援装置１が備
えるインターフェース装置５を介して、外部装置である三次元造形機６７等に送信するこ
とができる。
【００９４】
　以上のように、第一の実施形態に係る歯列矯正支援装置１による歯列矯正支援プログラ
ム９の実行によって行われる上述した歯列矯正支援方法によれば、患者から採取した初期
の歯列を示す三次元初期歯型印象データ１９を歯列矯正支援装置１に入力することで、歯
列矯正ワイヤ形成用模型３１を作製するための三次元模型データ３０を作成することがで
きる。三次元模型データ３０は、歯列矯正ワイヤ４５を仮止めするための複数の台座４４
を有した理想的な歯列を示すもの、すなわち、従来のセットアップ歯型模型４２に複数の
台座４４を加えたものであるため、従来のように、理想的な歯並びや歯列矯正ワイヤ４５
の形状、歯列矯正ワイヤ４５の最適な取付位置といった高度な熟練度の基での検討を要さ
ずに、これらの情報を三次元データ化することができる。
【００９５】
　また、三次元模型データ３０を三次元造形機６７に入力することで、歯列矯正ワイヤ形
成用模型３１を作製することができるため、従来のように、医師等が実際に初期歯型模型
４１の模型歯Ｔを分割して、セットアップ歯型模型４２を作製すること、及びセットアッ
プ歯型模型４２に歯列矯正ワイヤ４５の最適な取付位置を検討して蝋材による複数のアー
ム６４で固着するといった高度な熟練度を要する作業が不要になると共に、作製時間の大
幅な短縮が可能となる。
【００９６】
　また、歯列矯正ワイヤ４５は、歯列矯正ワイヤ４５と各模型歯面５５との間が、各模型
歯Ｔの所定の個所を通る理想的な水平面５３を維持した状態でオフセットされた位置に配
置されるため、従来のように各模型歯Ｔの水平面等を考慮した上で歯列矯正ワイヤ４５の
位置を決定するといった作業に対する熟練度が不要である。
【００９７】
　更に、歯列矯正ワイヤ４５は、歯列矯正ワイヤ４５と各模型歯面５５との間に位置する
歯列矯正ブラケットＢとレジンＲの厚み（Ｌ１＋Ｌ２）分だけオフセットされた位置に配
置されるため、従来のようにセットアップ歯型模型４２に対して歯列矯正ブラケットＢと
レジンＲの厚み（Ｌ１＋Ｌ２）を考慮した上で歯列矯正ワイヤ４５の位置を決定するとい
った作業に対する熟練度が不要である。
【００９８】
　また、舌側の歯列矯正方法においては、各歯の形状との関係が複雑であっても、歯列矯
正ワイヤ４５の適正な位置が自動的に算出されるので、マッシュルーム形状の歯列矯正ワ
イヤ４５ａではなく、曲げ加工部を有さないアーチ形状の歯列矯正ワイヤ４５を使用する
ことが可能となる。
【００９９】
　更に、舌側の歯列矯正方法においては、従来であればマッシュルーム形状の歯列矯正ワ
イヤ４５ａを患者の各歯６５に取付ける際には、挿通タイプの歯列矯正ブラケットが使用
できなかったが、アーチ形状の歯列矯正ワイヤ４５の使用によって、挿通タイプの歯列矯
正ブラケットの使用が可能となる。
【０１００】
　また、各台座４４は模型歯面５５の真正面には配置されないため、台座４４と歯列矯正
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ブラケットＢが干渉することはなく、また、図１６（ｂ）、図１７（ｂ）に示すようなセ
ットアップ歯型模型４２に歯列矯正ワイヤ４５を固着するための従来のような複数のアー
ム６４が不要となるため、レジンＲによって各模型歯Ｔの外形を写す際に広範囲に切縁５
６や咬頭頂５７を含んだ接合部４８を形成することができる。よって、患者の口腔内の各
歯６５に接合部４８と一体の歯列矯正ブラケットＢを取り付ける際に、最適な位置に取り
付けることができる。
【０１０１】
　また、仮想歯肉部Ｇ１を形成しない場合には、歯根４９を含めた各仮想歯Ｔの全体構成
を的確に把握することができるため、医師等による矯正内容の検討を高精度で行うことが
できる。
【０１０２】
[第二の実施形態]
　次に、本発明の第二の実施形態について説明する。
【０１０３】
　図１３は、本発明の第二の実施形態に係る歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の製造方法に
関する概略のフローチャートであり、図８（ａ），（ｂ）、図９（ａ），（ｂ）（仮想歯
肉部Ｇ１を形成しない場合には図２５（ａ）、（ｂ））は、本製造方法で製造された歯列
矯正ワイヤ形成用模型３１の例を示す。
【０１０４】
　歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の製造方法としては、まず、外部データとしての三次元
初期歯型印象データ１９を、上述した第一の実施形態に係る歯列矯正支援装置１に入力す
る。歯列矯正支援装置１においては、図４、図１３に示すように、初期歯型印象入力手順
３２から三次元模型データ作成手順３８において三次元模型データ３０が作成され、三次
元模型データ送信手順４０によって三次元模型データ３０を、歯列矯正支援装置１のイン
ターフェース装置５を介して一般的な三次元造形機６７に入力したり、三次元模型データ
３０が格納された、例えばＵＳＢ等の外部記憶装置等によって三次元造形機６７に入力す
る。
【０１０５】
　三次元造形機６７は、例えばデータ入力手順６８によって仮想歯列矯正ワイヤ形成用模
型３１の三次元模型データ３０が入力され、所定の処理を行った後、三次元造形手順６９
によって、実寸大の歯列矯正ワイヤ形成用模型３１が一体として製造される。なお、三次
元造形機６７は、例えば溶融したＡＢＳ樹脂等を印刷によって直接積層するものや、液状
の紫外線硬化樹脂に紫外線レーザーを照射して積層印刷するものや、自動切削加工装置等
を用いることができる。
【０１０６】
　なお、歯列矯正ワイヤ形成用模型３１に、模型としての歯肉部を一体として形成しない
で場合（図２５（ａ）参照）には、基台４３上に各模型歯Ｔの歯根４９の先端部が接続さ
れた形で立設しており接続強度が低いため、補強のために各模型歯Ｔの周縁に蝋材を用い
て歯肉部を形成してもよい。
【０１０７】
　以上のように、三次元造形機６７によって製造された歯列矯正ワイヤ形成用模型３１は
、実際に患者に装着する歯列矯正ワイヤ４５の形成と歯列矯正ブラケットＢの選定、及び
各模型歯Ｔに対する歯列矯正ブラケットＢの仮固定といった歯列矯正前の事前準備のため
に使用されるものであり、以下のような手順で使用される。
【０１０８】
　まず、図８（ｂ）に示すように、初期的に馬蹄形状に成形された既成の歯列矯正ワイヤ
４５を歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の各台座４４の嵌合部５２近傍に位置させ、最も合
致したサイズの歯列矯正ワイヤ４５を選択する。選択された歯列矯正ワイヤ４５が、各台
座４４の嵌合部５２に誤差なく正確に位置するように、専用工具を用いて歯列矯正ワイヤ
４５を曲げ加工して歯列矯正ワイヤ４５を製作する。具体的には、嵌合部５２に仮止めし
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た際に歯列矯正ワイヤ４５に負荷がかからない状態であることが必要である。
【０１０９】
　この場合、複数の台座４４の嵌合部５２に歯列矯正ワイヤ４５が負荷なく収まるように
歯列矯正ワイヤ４５を加工するだけで、他の要素を一切考慮することなく熟練度を要さず
に容易に歯列矯正ワイヤ４５を作製することができる。
【０１１０】
　また、複数の嵌合部５２は歯列矯正ワイヤ４５が位置すべき所望の箇所に配されている
ため、歯列矯正ワイヤ４５は各嵌合部５２に仮止めするだけでよく、従来のように歯列矯
正ブラケットＢとレジンＲの厚み（Ｌ１＋Ｌ２）、及び各歯６５に共通した水平面５３を
考慮した上で歯列矯正ワイヤ４５をセットアップ歯型模型４２に複数のアーム６４によっ
て固着するといった高度な熟練度が不要になると共に、作製時間の大幅な短縮が可能とな
る。
【０１１１】
　また、台座４４の嵌合部５２は歯列矯正ワイヤ４５を固着するものではなく、何度でも
歯列矯正ワイヤ４５を取付けたり、取外したりすることができるので各道具の加工・調整
作業が簡便となり、更に、加工・調整作業で使用した歯列矯正ワイヤ４５そのものを実際
の患者に使用することが可能となる。
【０１１２】
　また、歯列矯正ワイヤ形成用模型３１に、模型としての歯肉部を一体として形成しない
で場合（図２５（ａ）参照）には、各模型歯Ｔを個々に基台４３上から人手や工具によっ
て容易に切り出す（折り倒して分離する場合も含む）ことが可能となるので、切り出した
各模型歯Ｔと蝋材等を用いて別途のセットアップ歯型模型を作製等することができる。
【０１１３】
　次に、成形された歯列矯正ワイヤ４５を歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の各台座４４の
嵌合部５２に仮止めさせ、歯列矯正ワイヤ４５を係合するためのスロット４６を有する各
模型歯Ｔに対応した歯列矯正ブラケットＢを歯列矯正ワイヤ４５を介して締結（歯列矯正
ワイヤ４５から外れることはないが、スライド可能な状態）する。
【０１１４】
　この場合、嵌合部５２に仮止めされた歯列矯正ワイヤ４５が、歯列矯正ブラケットＢ等
の調整の際に外れることがないように、仮止め後の嵌合部５２に一般的な仮止め用接着剤
等を塗布して仮止めすることも可能である。この場合、接着剤等が歯列矯正ワイヤ４５、
及び歯列矯正ワイヤ形成用模型３１から容易に除去することができるものを選定すること
が望ましい。
【０１１５】
　仮止めされた歯列矯正ワイヤ４５に、歯列矯正ブラケットＢを締結すれば、歯列矯正ブ
ラケットＢが各歯６５の歯面５５に接続されるべき正確な前後方向と上下方向の位置が自
動的に決まるので、各歯面５５の左右方向に対する各中央部に各歯列矯正ブラケットＢを
配置するだけで、高度な熟練度を要さずに歯列矯正ブラケットＢの取付位置を決めること
ができる。
【０１１６】
　また、歯列矯正ブラケットが挿通タイプであっても、歯列矯正ブラケットを予め歯列矯
正ワイヤ４５に挿通してから歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の各台座４４の嵌合部５２に
仮止めすることができる。よって、従来のように歯列矯正ワイヤ４５を固着する複数のア
ーム６４の存在によって挿通タイプの歯列矯正ブラケットが使用できないといった問題が
ない。
【０１１７】
　次に、図１８（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、各模型歯Ｔの唇側の模型歯面５５
と各歯列矯正ブラケットＢとの間にレジンＲを充填して仮固定しつつ、各模型歯Ｔの模型
歯面５５から切縁５６或は咬頭頂５７までにレジンＲを延長して接合部４８を形成する。
接合部４８は、硬化すると模型歯Ｔの外形となる。すなわち、各接合部４８のうち中切歯
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Ｔ１と側切歯Ｔ２と犬歯Ｔ３の接合部４８は、切縁からさらに延伸して内側（裏側或は患
者の口腔内の舌側に相当）まで覆い、また、各臼歯Ｔ４，Ｔ５，Ｔ６，Ｔ７の接合部４８
は、咬頭頂５７を覆うように構成している。
【０１１８】
　なお、舌側の歯列矯正方法においても、図２０（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、
唇側の歯列矯正方法と同様の方法で、レジンＲによる接合部４８を有する歯列矯正ブラケ
ットＢを作製することができる。
【０１１９】
　次に、図１９（ａ）に示すように、上述の接合部４８を備えた歯列矯正ブラケットＢを
歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の各模型歯Ｔから取り外すと共に、歯列矯正ワイヤ形成用
模型３１の各台座４４の嵌合部５２から歯列矯正ワイヤ４５を取り外す。
【０１２０】
　なお、舌側の歯列矯正方法においても同様である（図２１（ａ））。
【０１２１】
　また、歯列矯正ワイヤ４５は、歯列矯正の初期過程から最終過程にかけて段階的にワイ
ヤの線径を細いものから太いものに変更していくが、歯列矯正ワイヤ形成用模型３１は、
これら段階的に使用する各線径の歯列矯正ワイヤ４５を成形する際にも使用することとな
る。すなわち、歯列矯正ワイヤ形成用模型３１さえあれば、歯列矯正ワイヤ４５の線径に
関わらず何度でも歯列矯正ワイヤ４５を作製することが可能となる。
【０１２２】
　以上のような手順によって、第二の実施形態に係る歯列矯正ワイヤ形成用模型３１が使
用され、実際に患者に対して歯列矯正を行うための準備が完了する。
【０１２３】
　次に、患者に対する歯列矯正の方法は、まず、上述した接合部４８を備えた歯列矯正ブ
ラケットＢを患者の口腔内の各歯６５にそれぞれ接着する。このとき患者の各歯６５は、
初期の歯列であるため歯列矯正ワイヤ形成用模型３１の各歯６５とは異なる方向を向いて
いる。
【０１２４】
　しかし、接合部４８を備えたブラケットＢは、各歯６５ごとの外形を備えているため、
実際の患者の歯並びとは関係なく装着することができる。また、図１９（ｂ），（ｃ）に
示すように、歯列矯正ブラケットＢからはみ出した不要な接合部４８の一部を削除する。
このようにして、歯列矯正ブラケットＢは、患者の口腔内の各歯６５に取り付けられる。
【０１２５】
　なお、舌側の歯列矯正方法においても同様である（図２１（ｂ），（ｃ））。
【０１２６】
　最後に、成形済みの歯列矯正ワイヤ４５を歯列矯正ブラケットＢに係合又は挿通するこ
とで、唇側の歯列矯正方法の場合は図１６（ａ）、舌側の歯列矯正方法の場合は図１４に
示すように実際の歯列矯正が開始される。
【０１２７】
　以上、本発明の好ましい実施形態等を説明したが、本発明は係る特定の実施形態に限定
されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々
の変形・変更が可能である。
【符号の説明】
【０１２８】
　Ｂ　歯列矯正ブラケット、仮想歯列矯正ブラケット
　Ｒ　レジン
　Ｌ１　歯列矯正ブラケットの厚み
　Ｌ２　レジンの厚み
　Ｔ　模型歯、仮想歯
　１　歯列矯正支援装置
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　９　歯列矯正支援プログラム
　１２　変換手段
　１４　位置特定手段
　１６　三次元模型データ作成手段
　１９　三次元初期歯型印象データ
　２０　三次元理想歯型印象データ
　３０　三次元模型データ
　３１　歯列矯正ワイヤ形成用模型、仮想歯列矯正用模型
　３４　変換手順
　３６　位置特定手順
　３８　三次元模型データ作成手順
　４４　台座、仮想台座
　４５　歯列矯正ワイヤ、仮想歯列矯正ワイヤ
　５５　歯面、模型歯面、仮想歯面
　６５　歯
　６７　三次元造形機

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】

【図２４】 【図２５】
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